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海外労働事情

　

二
〇
一
〇
年
九
月
末
時
点
で
サ
ム
ハ
ル

（「S
am

hall A
B

」、
以
下
、「
サ
ム
ハ
ル
」

と
記
す
）
は
、
約
二
万
人
の
障
害
を
持
つ
労

働
者
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
二
五
〇
カ
所
で
雇
用

し
て
い
る
。
雇
用
者
規
模
で
サ
ム
ハ
ル
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
企
業
の
中
で
最
も
大
き
な

企
業
の
一
つ
で
あ
る
。
二
万
人
と
い
う
サ
ム

ハ
ル
で
の
雇
用
規
模
は
、
健
常
者
と
同
程
度

の
生
産
能
力
を
有
し
な
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

障
害
者
の
約
四
％
に
相
当
す
る
人
を
雇
用
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

サ
ム
ハ
ル
の
目
的
は
、
障
害
を
持
つ
人
に

雇
用
の
機
会
を
提
供
し
、
働
く
こ
と
を
通
じ

て
障
害
を
持
つ
労
働
者
の
成
長
を
促
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
サ
ム
ハ
ル
で

の
就
労
を
通
じ
て
障
害
者
が
労
働
者
と
し
て

の
生
産
性
を
高
め
、
障
害
者
が
サ
ム
ハ
ル
以

外
で
就
職
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
が

最
終
的
な
目
的
で
あ
る
。
言
い
方
を
換
え
れ

ば
、
サ
ム
ハ
ル
の
目
的
は
障
害
を
持
っ
て
い

る
人
が
労
働
者
と
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
社
会
に
示
す
或
い

は
証
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
に
特
化
し
た

世
界
で
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
会
社
で
あ
る
サ
ム
ハ
ル
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。
ま
ず
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
障
害
者
労

働
市
場
を
概
観
し
た
上
で
、
サ
ム
ハ
ル
の
設

立
理
念
、
目
的
、
事
業
内
容
、
雇
用
労
働
者

の
特
徴
、
経
営
状
態
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

次
に
サ
ム
ハ
ル
が
抱
え
る
矛
盾
や
サ
ム
ハ
ル

に
対
す
る
批
判
を
紹
介
し
、
最
後
に
結
論
を

述
べ
る

１
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
障
害
者
と

労
働
市
場

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
障
害
者
の
あ
る
人
を

大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
、
つ
ま
り
、（
ｉ
）

障
害
（
１
）
は
あ
る
も
の
の
健
常
者
と
同
程

度
の
就
労
能
力
を
有
す
る
人

（funktionsnedsatta utan nedsatt 
arbetsförm

åga, disable persons 
w

ithout reduced ability to 
w

ork

）、（
ⅱ
）
障
害
の
た
め
に
健

常
者
と
同
程
度
の
就
労
能
力
を
有

し
な
い
人
（funktionsnedsatta 

m
ed nedsatt arbetsförm

åga, 
disable persons w

ith reduced 
ability to w

ork

）、
に
分
類
し
て

い
る
。

　

S
C

B

（2009, 2010

）
に
よ
れ

ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
二
〇
〇
八

年
に
何
ら
か
の
障
害
を
持
つ
人
の

総
数
は
約
九
二
万
人
で
、
そ
の
割

合
は
総
人
口
（
二
〇
〇
八
年
で
約

九
二
六
万
人
）
比
で
約
一
〇
％
、

一
六
歳
か
ら
六
四
歳
の
人
口(

二

〇
〇
八
年
で
約
五
九
五
万
人
）
比

で
約
一
五
％
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇

八
年
に
何
ら
か
の
障
害
を
持
つ
人

の
男
女
の
割
合
は
、
四
七
・
二
％

が
男
性
、
五
二
・
八
％
が
女
性
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
障
害
者
総
数
九

二
万
人
の
内
、（
ｉ
）
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
人
が
約
三
七
万
人
、（
ⅱ
）
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
人
が
約
五
二
・
五
万
人
で
あ
っ
た

（
２
）。
二
〇
〇
八
年
の
労
働
参
加
率
は
、

障
害
を
全
く
持
た
な
い
人
が
七
九
％
で
あ
る

の
に
対
し
て
、（
ｉ
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
八

一
％
、（
ⅱ
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
五
五
％
で

あ
っ
た
（
図
表
１
参
照
）。

　

健
常
者
よ
り
も
就
労
能
力
が
劣
る
障
害
者

向
け
の
就
労
に
関
す
る
労
働
市
場
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
下
記
の
五
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
在

す
る
。

（
ｉ
）
雇
用
補
助
金
（lönebidrag

）

（
ⅱ
）
公
共
部
門
で
の
保
護
雇
用
（skyddat 

arbete hos offentlig arbetsgivare, 
O

S
A

)

（
ⅲ
）
雇
用
保
障
（
安
全
雇
用
）（trygghet-

サムハル（Samhall）

図表１　2008 年のスウェーデンにおける労働市場

② 

16歳～64歳人口 

（労働可能人口）

（5,943,000人） 

④障害者 

（921,000人）

③ 

非障害者 

（5,022,000人）

⑧健常者と同等の生産能力 

 （367,000人） 

⑦健常者より

劣る生産能力 

 （525,000人） 

⑤ 労働力 （4,057,775人） 

⑥ 非労働力 （964,224人）

⑨ 非労働力 （236,250人）

⑩ 労働力

（288,750人） 

⑫ 失業者 

  （26,276人） 

⑪ 就業者 

（262,474人） 

① 

 総人口 

（9,256,347人） 

資料出所：Svenskt Näringsliv, 2010, Handikapplolitiken – en bjöuntjänst I all välmening.

早稲田大学 政治経済学術院教授　福島　淑彦

Focus

―スウェーデンにおける保護雇用の取り組み
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sanställning

）

（
ⅳ
）
発
達
雇
用
（utvecklingsanställn-

ing

）

（
ｖ
）
サ
ム
ハ
ル

　

二
〇
一
〇
年
八
月
時
点
で
の
上
記
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
適
用
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ま

り
、（
ｉ
）
の
四
七
二
三
九
人
、（
ⅱ
）
が
四
四

四
〇
人
、（
ⅲ
）
が
一
四
三
三
六
人
、（
ⅳ
）
の

二
六
三
五
人
、（
ｖ
）
が
約
二
万
人
で
あ
っ
た
。

２
．
サ
ム
ハ
ル
の
概
要

（
１
）
サ
ム
ハ
ル
設
立
の
経
緯

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
一
九
六
〇
年
代
に
既

に
、
保
護
雇
用
向
け
の
工
場
、
障
害
者
向
け

事
務
労
働
セ
ン
タ
ー
、
製
造
業
で
の
臨
時
雇

用
、
在
宅
勤
務
な
ど
様
々
な
形
で
障
害
者
の

た
め
の
保
護
雇
用
に
関
す
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
保
護
雇
用
に
関
し
て

中
心
と
な
る
運
営
・
統
括
主
体
が
存
在
し
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
保
護
雇
用
に
対
す
る

取
り
組
み
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
行
わ
れ
て
い

て
体
系
的
に
秩
序
立
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
保
護
雇
用
に
対
す
る
取
り
組
み
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
全
土
で
秩
序
立
っ
て
行
わ
れ
て

い
な
い
状
態
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
ま
で
続

い
た
。
し
か
し
一
九
七
七
年
の
国
会
で
、
障

害
者
向
け
の
保
護
雇
用
の
た
め
の
基
金
（
公

益
法
人
）
を
一
九
八
〇
年
一
月
一
日
付
で
設

立
し
、
そ
の
基
金
（
公
益
法
人
）
が
障
害
者

向
け
保
護
雇
用
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
末
に
保
護

雇
用
に
関
す
る
運
営
主
体
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

全
国
で
約
二
〇
〇
程
度
存
在
し
て
い
た
が
、

そ
れ
を
二
四
の
地
域
組
織
に
改
編
し
て
一
九

八
〇
年
一
月
一
日
に
基
金
（
公
益
法
人
）

「S
am

hällsföretag

」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。そ
の
後
、一
九
八
七
年
に「S

am
hall 

A
B

」と
改
名
し
、一
九
九
二
年
に
は
基
金（
公

益
法
人
）
か
ら
株
式
会
社
へ
と
な
っ
た
（
図

表
２
参
照
）。

　

サ
ム
ハ
ル
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
が
一
〇

〇
％
の
株
式
を
保
有
す
る
株
式
会
社
（
国
営

企
業
）
で
あ
り
、
サ
ム
ハ
ル
の
企
業
活
動
そ

の
も
の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
働
市
場
政
策

の
一
部
で
あ
る
。
設
立
時
点
で
の
雇
用
労
働

者
は
二
万
一
四
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
は

三
万
人
を
超
え
る
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た

が
、
直
近
五
年
間
の
雇
用
労
働
者
数
は
二
万

人
か
ら
二
万
三
〇
〇
〇
人
程
度
で
推
移
し
て

い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
が
一
〇
〇
％
の

株
式
を
保
有
す
る
国
営
企
業
の
中
で
、
雇
用

労
働
者
の
規
模
で
は
電
力
会
社
で
あ
る

V
attenfall A

B

に
次
ぐ
二
番
目
に
大
き
な

国
営
企
業
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
以

降
は
、
サ
ム
ハ
ル
全
雇
用
労
働
者
の
約
五
％

に
相
当
す
る
労
働
者
一
〇
〇
〇
人
程
度
が
毎

年
サ
ム
ハ
ル
以
外
で
職
に
就
い
て
い
る
。
サ

ム
ハ
ル
が
設
立
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
か
ら
の

三
〇
年
間
で
、
サ
ム
ハ
ル
は
合
計
約
一
〇
万

七
〇
〇
〇
人
の
障
害
を
も
つ
労
働
者
を
雇
用

し
、
そ
の
内
、
約
二
万
八
〇
〇
〇
人
が
サ
ム

ハ
ル
以
外
で
仕
事
を
獲
得
し
た
。

（
２
）
サ
ム
ハ
ル
の
目
標
・
目
的

　

サ
ム
ハ
ル
は
障
害
が
あ
る
た
め
に
就
職
が

困
難
な
障
害
者
に
雇
用
の
機
会
を
提
供
し
、

労
働
を
通
じ
て
障
害
者
の
成
長
を
促
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
サ
ム
ハ
ル
で
の
就
業

を
通
じ
て
障
害
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

障
害
者
が
居
住
す
る
地
域
で
最
も
適
し
た
職

種
・
業
種
の
仕
事
へ
就
職
を
手
助
け
す
る
こ

と
が
サ
ム
ハ
ル
の
最
終
目
標
で
あ
る
。
理
念

的
な
目
的
と
し
て
は
、
障
害
を
持
っ
て
い
る

人
が
労
働
者
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ

と
を
示
し
、
そ
れ
を
サ
ム
ハ
ル
が
行
っ
て
い

る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
設
立
以
降
、
抽
象
的
で
あ
っ

た
サ
ム
ハ
ル
の
目
的
や
目
標
を
よ
り
具
体
的

な
形
で
実
現
す
る
た
め
に
、
一
九
九
三
年
に

以
降
様
々
な
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
以

下
が
、
二
〇
一
〇
年
時
点
で
の
サ
ム
ハ
ル
に

課
さ
れ
た
数
値
目
標
で
あ
る
。

（
３
）
サ
ム
ハ
ル
に
課
さ
れ
た
数
値
目
標

（
ⅰ
）
障
害
を
持
つ
雇
用
労
働
者
に
二
四
・

四
百
万
時
間
以
上
の
年
間
総
労
働
時

間
を
提
供
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
ⅱ
）
障
害
を
持
つ
雇
用
労
働
者
の
五
％
以

上
が
毎
年
サ
ム
ハ
ル
以
外
で
職
を
得

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
ⅲ
）
新
た
に
雇
用
す
る
労
働
者
を
優
先
グ

ル
ー
プ（
障
害
の
程
度
が
重
い
グ
ル
ー

プ
）
か
ら
四
〇
％
以
上
を
毎
年
雇
用

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
ⅳ
）毎
年
、最
低
七
％
の
利
回
り
と
三
〇
％

以
上
の
自
己
資
本
比
率
（E

quity-
A

sset R
atio

）
を
実
現
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

（
ⅴ
）
毎
年
、
人
件
費
の
総
額
の
一
〇
％
以

上
を
自
ら
の
営
業
利
益
で
カ
バ
ー
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。（
総
人
件
費
の

図表２　サムハルの歴史

年代 内容・特徴

1980年 370余りの保護雇用の仕事場 ( 職場 ) を合併し、Samhallsföretag としてスタート。
Samhall AB が輸出向け販売会社として設立される。

1981年―1984年 木製の民族靴、家具、作業着など独自の製品を製造・販売することによって成長。

1987年 Samhallsföretag が Samhall AB となる。

1981年―1991年 30000人以上の労働者を雇用。
夏の別荘やガーデニングの木製製品を製造販売、米国向けに木靴の製造販売を行う。

1988年 サービス事業に関して多大な投資を行い、サービス事業に進出。
サムハルとして新しい時代に入る

1991年 小売・卸売事業を開始。

1992年 スウェーデン国内に24の子会社を持つスウェーデン政府が100％所有する株式会社と
なる。

1993年 雇用労働者の3% をサムハル以外で就職させるという数値目標が初めて設定される。

1994年
Samhall Restaurang AB が仏企業 Accor と共同で設立される。
Ericsson から大量の電池製造を受注。その後、2001年までテレコム関係の事業が飛
躍的伸びる。

1998年 契約先企業先で働く人材派遣事業を開始。

2000年 雇用労働者をサムハル以外で就職させるべき目標率が3％から5％へと引き上げられる。

2002年 サムハルを6つの division をもつ組織に改編。

2005年 産業とサービス事業に関して LO の共通の合意書にサインする。

2006年 経済的な数値目標が初めて設定される。
（7％の株式の利回りと30％以上の自己資本比率 -Equity-Asset Ratio)

2008年 1994年以降で最も経営状態（最終利益）が良かった年である。

資料出所：Samhall (2010a, 2010b) より作成。
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最
大
九
〇
％
ま
で
し
か
国
か
ら
は
補

填
さ
れ
な
い
）

（
４
）
事
業
内
容

　

サ
ム
ハ
ル
は
製
造
業
分
野
、
サ
ー
ビ
ス
業

分
野
、
労
働
者
派
遣
事
業
分
野
の
三
分
野
で

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
製
造
業
分
野
で
は

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
家
具
、
通
信
機
器
部

品
、
機
械
工
学
部
品
、
自
動
車
部
品
、
医
療

機
器
等
の
製
造
や
組
み
立
て
業
務
を
行
っ
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
分
野
で
は
、
清
掃
・

洗
濯
業
務
、高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務（
食

事
の
配
達
、
買
い
物
、
洗
濯
、
掃
除
等
）、

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
、
集
配
・
集
荷
・
梱
包
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
。
労
働
者
派
遣
事
業
分
野
で
は
、
契

約
顧
客
の
も
と
で
、
倉
庫
保
管
業
務
、
梱
包

業
務
、
出
荷
業
務
、
物
流
業
務
、
製
造
業
会

社
で
の
部
品
の
組
み
立
て
等
の
業
務
を
行
っ

て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
九
月
末
時
点
で
雇
用
労
働
者

の
約
二
一
％
が
製
造
業
、
約
四
三
％
が
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
約
二
六
％
が
労
働
者
派
遣
業
務

に
従
事
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
（
第
３
四

半
期
末
ま
で
）
の
サ
ム
ハ
ル
の
収
入
の
四

二
％
は
製
造
業
か
ら
、
三
九
％
は
サ
ー
ビ
ス

事
業
か
ら
、
一
九
％
が
派
遣
事
業
か
ら
の
収

入
で
あ
っ
た
（S

am
hall, 2010a)

。

　

サ
ム
ハ
ル
の
顧
客
に
は
、A

B
B

（
重
電
、

機
械
）、E

ricsson

（
通
信
機
器
）、

E
lectrolux

（
電
機
、家
電
）、IK

E
A

（
家
具
）、

V
olvo

（
自
動
車
）、S

cania

（
自
動
車
、

S
aab

）
及
び
い
く
つ
か
の
地
方
自
治
体

（L
uleå, H

ärnösand, V
ästerås, 

S
tockholm

, M
alm

ö

等
）
が
あ
る
。

（
５
）
サ
ム
ハ
ル
の
雇
用
労
働
者

　

サ
ム
ハ
ル
の
目
的
は
、
障
害
の
た
め
に
通

常
の
労
働
市
場
で
職
を
得
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
な
ど
障
害
の
程
度
が
重
い
人
に
意
味
の

あ
る
雇
用
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
精
神
的
障
害
、
知
的
障
害
、

ア
ル
コ
ー
ル
障
害
者
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
同

時
に
複
数
有
す
る
障
害
者
が
優
先
的
に
雇
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
精
神
的
障
害

等
を
持
た
ず
身
体
的
機
能
障
害
の
み
の
障
害

者
、
例
え
ば
、
心
臓
疾
患
の
み
の
障
害
が
あ

る
人
、
呼
吸
障
害
の
み
の
障
害
が
あ
る
人
、

視
覚
障
害
や
聴
覚
障
害
の
み
の
障
害
が
あ
る

人
等
は
サ
ム
ハ
ル
で
雇
用
さ
れ
る
可
能
性
は

非
常
に
低
い
。
サ
ム
ハ
ル
が
優
先
的
に
雇
用

す
べ
き
人
達
は
、
知
的
障
害
及
び
精
神
的
障

害
な
ど
の
障
害
を
複
数
持
っ
て
い
る
障
害
者

で
あ
る
。

　

サ
ム
ハ
ル
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
労
働

者
は
原
則
と
し
て
直
接
サ
ム
ハ
ル
へ
就
職
を

申
し
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
サ
ム
ハ
ル
で

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
労
働
者
は
公
共
職
業

安
定
所（A

rbetsförm
edlingen

）へ
登
録
し
、

公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
サ
ム
ハ
ル
へ
の

就
職
が
斡
旋
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
公

共
職
業
安
定
所
が
サ
ム
ハ
ル
で
就
業
す
る
た

め
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
労
働
者
（
候
補

者
）
を
選
別
し
、
サ
ム
ハ
ル
へ
と
紹
介
す
る
。

公
共
職
業
安
定
所
は
障
害
を
持
つ
労
働
者
の

「
障
害
の
程
度
」
を
査
定
し
、
就
業
の
た
め

の
最
適
な
或
い
は
最
善
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
何

か
と
い
う
視
点
で
、
サ
ム
ハ
ル
で
の
就
業
、

そ
れ
以
外
の
補
助
金
雇
用
や
教
育
・
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
と
障
害
者
を
振
り
分
け
る
。
サ

ム
ハ
ル
で
優
先
的
に
雇
用
さ
れ
得
る
べ
き
障

害
の
程
度
が
重
い
障
害
者
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
サ
ム
ハ
ル
で
働
く
た
め
に
は
最
低
限
の

就
業
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。
最
低
限
の
就

業
能
力
を
有
す
る
も
の
の
サ
ム
ハ
ル
で
の
就

労
が
最
善
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
障
害
者

に
は
、
サ
ム
ハ
ル
で
の
就
業
で
は
な
く
障
害

者
用
の
教
育
・
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加

や
補
助
金
雇
用
に
よ
る
就
業
機
会
が
提
供
さ

れ
る
。

　

サ
ム
ハ
ル
で
の
就
職
の
可
能
性
は
、
地
域

の
サ
ム
ハ
ル
の
職
場
（arbetsplatsen

）
に

お
け
る
欠
員
状
態
に
依
存
す
る
。
公
共
職
業

安
定
所
か
ら
の
障
害
者
の
紹
介
者
数
が
多
数

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
サ
ム
ハ
ル
は
雇
用
労

働
者
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
し
な
い
。
原

則
的
に
は
、
新
た
に
労
働
者
を
受
け
入
れ
る

の
は
既
存
の
労
働
者
が
サ
ム
ハ
ル
を
辞
め
、

欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

サ
ム
ハ
ル
か
ら
の
離
職
者
が
い
な
い
限
り
、

新
た
な
就
職
機
会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
実
際
、
地
域
に
よ
っ
て
は
サ
ム
ハ
ル
が

提
供
で
き
る
職
種
や
職
場
で
の
従
業
員
数
に

限
り
が
あ
り
サ
ム
ハ
ル
で
の
就
業
が
非
常
に

困
難
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
数
存
在
す
る
。

　

図
表
３
は
サ
ム
ハ
ル
で
の
雇
用
労
働
者
に

関
す
る
主
要
な
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
サ
ム
ハ
ル
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
総
労

働
者
数
（
図
表
３
の
⑨
）
は
二
〇
〇
四
年
以

降
二
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
サ
ム
ハ

ル
で
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
は
大
き
く
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。
つ
ま
り
、（
ｉ
）

公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
る
障

害
を
持
っ
た
労
働
者（
図
表
３
の
⑥
）、（
ⅱ
）

積
極
的
労
働
市
場
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
或
い
は

社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
の
労
働
者
（
図

表
３
の
⑦
）、（
ⅲ
）
サ
ム
ハ
ル
が
直
接
雇
用

す
る
労
働
者
（
図
表
３
の
⑧
）、
の
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。（
ｉ
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
労
働
者
は
障
害
を
持
ち
健
常
者
よ
り
就
労

能
力
が
劣
る
障
害
者
で
あ
る
。（
ⅱ
）
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
労
働
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所

に
登
録
し
、
積
極
的
労
働
市
場
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
る
労
働
者
で
、
サ
ム
ハ
ル
に

有
期
で
派
遣
さ
れ
て
い
る
労
働
者
で
あ
る
。

（
ｉ
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
労
働
者
（
図
表
３

の
⑥
）
が
全
雇
用
労
働
者
（
図
表
３
の
⑨
）

の
九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
サ

ム
ハ
ル
は
健
常
者
よ
り
就
労
能
力
が
劣
る
障

害
者
（
図
表
３
の
⑥
）
を
約
二
万
人
雇
用
す

る
こ
と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
全
体
に
お
け
る

就
労
能
力
が
劣
る
障
害
者
の
約
四
％
に
相
当

す
る
労
働
者
を
二
〇
〇
八
年
で
は
雇
用
し
て

い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

S
am

hall

（2010a

）
に
よ
れ
ば
、
二
〇

一
〇
年
九
月
末
末
時
点
で
（
ｉ
）
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
労
働
者
（
図
表
３
の
⑥
）
の
内
、
約

二
一
％
が
製
造
業
、
約
四
三
％
が
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
約
二
六
％
が
労
働
者
派
遣
業
務
に
従

事
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
及
び
二

〇
〇
九
年
に
お
い
て
（
ｉ
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
従
業
員
の
内
、
約
七
割
の
人
が
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
き
、
残
り
の
約
三
割
が
パ
ー
ト
タ
イ

ム
で
働
い
て
い
た
。
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先
に
も
記
し
た
が
サ
ム
ハ
ル
に
は
「
毎
年
、

雇
用
し
て
い
る
労
働
者
の
最
低
五
％
を
サ
ム

ハ
ル
以
外
で
就
職
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
数
値
目
標
が
課
さ
れ
て
い
る
。

図
表
３
の
②
が
そ
の
数
値
目
標
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
。
図
表
３
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
年
で
数
値
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
一
旦
サ

ム
ハ
ル
以
外
で
就
職
し
て
も
サ
ム
ハ
ル
に

戻
っ
て
き
て
し
ま
う
労
働
者
も
い
る
。
サ
ム

ハ
ル
の
従
業
員
に
は
、
離
職
後
或
い
は
転
職

後
一
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
サ
ム
ハ
ル
に
再
就

職
で
き
る
と
い
う
権
利
（
再
雇
用
の
権
利
）

が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
年
以
内

で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
サ
ム
ハ
ル
に
戻
っ
て
く

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
図
表
３
の
③

が
離
職
者
・
転
職
者
の
内
、
一
年
以
内
に
サ

ム
ハ
ル
に
戻
っ
て
き
た
労
働
者
の
割
合
で
あ

る
。
二
〇
〇
八
年
を
例
に
と
れ
ば
、
二
〇
〇

八
年
に
離
職
・
転
職
し
た
九
四
八
人
の
従
業

員
（
①
の
労
働
者
）
の
内
、
四
七
％
に
相
当

す
る
四
四
九
人
が
一
年
以
内
に
サ
ム
ハ
ル
に

戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
図
表
３
に
は
二
〇

〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
四
年
間
の

出
戻
り
率
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ

で
も
三
割
か
ら
五
割
近
い
従
業
員
が
一
年
以

内
に
サ
ム
ハ
ル
に
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
二
〇
〇
八
年
の
出
戻
り
率

が
特
に
高
い
の
は
景
気
悪
化
の
影
響
で
企
業

が
従
業
員
を
削
減
し
た
こ
と
が
そ
の
大
き
な

原
因
で
あ
る
。
サ
ム
ハ
ル
に
戻
っ
て
き
た
労

働
者
の
約
七
割
が
景
気
悪
化
に
よ
る
雇
用
契

約
の
未
更
新
（
雇
止
め
）
が
原
因
で
の
出
戻

り
で
あ
り
、「
能
力
的
に
問
題
が
あ
っ
た
」
と

い
う
理
由
で
解
雇
さ
れ
、
サ
ム
ハ
ル
に
戻
っ

て
き
た
労
働
者
は
い
な
か
っ
た
。

　

景
気
が
悪
化
し
た
と
し
て
も
サ
ム
ハ
ル
で

は
従
業
員
は
解
雇
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
つ

ま
り
、
解
雇
リ
ス
ク
が
存
在
し
な
い
。
そ
の

意
味
で
労
働
者
に
と
っ
て
サ
ム
ハ
ル
へ
の
就

職
は
非
常
に
安
全
で
安
定
し
た
職
場
に
就
職

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
３
）。
積
極
的
労

働
市
場
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ
る

「
補
助
金
雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
就
業
し
て

い
る
（
障
害
の
あ
る
）
労
働
者
は
、
景
気
の

悪
化
や
業
績
の
悪
化
を
理
由
に
雇
用
の
延
長

が
な
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
サ
ム
ハ
ル
で
の
雇
用
は
解
雇
リ
ス
ク

が
存
在
し
な
い
の
で
サ
ム
ハ
ル
へ
の
就
職
希

望
者
は
多
数
存
在
し
て
い
る
。S

am
hall

（2008

）
に
よ
れ
ば
、
サ

ム
ハ
ル
の
障
害
を
持
つ
労
働

者
の
平
均
勤
続
年
数
は
一
一

年
で
あ
る
。
し
か
し

O
E

C
D

 S
tat

に
よ
れ
ば
、

一
九
九
〇
年
半
ば
以
降
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
全
体
で
の
平
均

勤
続
年
数
が
一
〇
年
か
ら
一

一
年
で
あ
る
の
で
、
サ
ム
ハ

ル
で
働
く
労
働
者
の
勤
続
年

数
が
特
別
長
い
と
い
う
訳
で

は
な
い
。

　

サ
ム
ハ
ル
で
働
い
て
い
る

障
害
を
持
つ
労
働
者
の
年
齢

階
層
別
の
内
訳
は
、
三
五
歳

か
ら
四
四
歳
の
年
齢
層
の
労

働
者
が
二
〇
％
強
、
四
五
歳

か
ら
五
四
歳
ま
で
の
年
齢
層

の
労
働
者
が
約
四
〇
％
、
五

五
歳
か
ら
五
九
歳
ま
で
の
年

齢
層
の
労
働
者
が
二
〇
％
弱
、

五
九
歳
以
上
の
労
働
者
が
約

一
五
％
を
占
め
て
い
る
。

（
６
）
経
営
状
態

　

図
表
４
は
二
〇
〇
〇
年
以

降
の
サ
ム
ハ
ル
の
損
益
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
サ
ム

ハ
ル
の
収
入
は
製
造
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
労
働
者
派
遣

事
業
の
三
事
業
か
ら
の
収
入

（
売
上
）
と
政
府
か
ら
の
補

助
金
で
主
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九

年
の
製
造
業
か
ら
の
収
入
（
売
上
）
は
九
億

四
四
〇
〇
万
Ｓ
Ｅ
Ｋ
（
＝
一
一
四
億
円

（
４
））、
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
収
入
（
売
上
）

は
九
億
五
〇
〇
萬
Ｓ
Ｅ
Ｋ
（=

一
〇
九
億
円
）、

労
働
者
派
遣
事
業
か
ら
収
入
（
売
上
）
は
四
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図表３　従業員（主要指標）

2,004 2,005 2,006 2,007 2,008 2,009 2010
( １月～9月）

① 転職者数 ( 人） 983 1,052 1,044 1,017 948 1,029 718
② 転職者割合　( ① / ⑤） (%) 5 5 5 5 5 5 6
③ 出戻り率 (%) N.A. 42 35 37 47 N.A. N.A.
④ 新規雇用 ( 優先グループからの） (%) 49 43 44 51 51 45 39
⑤ 総労働時間 (1000時間） 26,343 25,701 24,736 24,424 23,929 24,617 18,065
⑥ 障害を持つ労働者数 ( 人） 21,946 20,682 21,219 19,394 19,383 19,141 18,412
⑦ 労働市場或いは社会保障プログラム参加の労働者 119 645 965 292 198 211
⑧ 直接雇用労働者 ( 人） 1,607 1,495 1,417 1,321 1,252 1,175

⑨ 総雇用労働者数 ( 人） 23,723 22,408 23,359 21,776 20,996 20,591 19,798

資料出所：Samhall (2005、2006a、2006b、2007、2008、2009、2010a, 2010b) より作成。

図表４　損益計算書

( 単位：百万 SEK=1200万円） 2,000 2,001 2,002 2,003 2,004 2,005 2,006 2,007 2,008 2,009 2010
( １月－9月）

① 収入 ( 売上） 5,744 4,689 4,186 3,826 3,626 3,047 2,907 3,065 2,890 2,287 1,755
② 補助金 (merkostnadsers?ttning) 4,262 4,262 4,262 4,137 4,235 4,245 4,186 4,148 4,220 4,405 3,191
③ その他の収入 84 133 119 114 112 134 128 219 165 115 54
④ 収入合計 （= ① + ② + ③） 10,090 9,084 8,567 8,077 7,973 7,426 7,221 7,432 7,275 6,807 5,000
⑤ 原材料費 -2,998 -2,360 -1,967 -1,770 -1,653 -1,264 -1,143 -1,227 -1,024 -653 -493
⑥ 人件費 ( 給与） -4,760 -4,690 -4,574 -4,518 -4,479 -4,506 -4,389 -4,733 -4,756 -4,875 -4,094
⑦ その他の費用 -2,742 -2,562 -2,062 -2,150 -1,807 -1,612 -1,618 -1,437 -1,394 -1,368 -367
⑧ SPP( 年金基金 ) からの返済や減価償却等 622 - - - - - - - - - -22
⑨ 支出合計 （= ⑤ + ⑥ + ⑦ + ⑧） -9,878 -9,612 -8,603 -8,438 -7,939 -7,382 -7,150 -7,397 -7,174 -6,896 -4,976
⑩ ( 営業）利益 (= ⑨‐④） 212 -528 -36 -361 34 44 71 35 101 -89 24
⑪ 金融収入 39 60 34 27 24 38 25 55 84 48 37
⑫ 総利益 （= ⑩ + ⑪） 251 -468 -2 -334 58 82 96 90 185 -41 61
⑬ バランスシート調整 - - - - - - - - -24 24 -
⑭ 税引前利益 251 -468 -2 -334 58 82 96 90 161 -17 61
⑮ 法人税 - - - - - - - - -8 -8 -
⑭ 税引前利益 251 -468 -2 -334 58 82 96 90 161 -17 61
⑮ 法人税 - - - - - - - - -8 -8 -
⑯ 最終利益 251 -468 -2 -334 58 82 96 90 153 -25 61

資料出所：Samhall (2010a, 2010b) より作成。
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億
三
八
〇
〇
万
Ｓ
Ｅ
Ｋ
（=

五
三
億
円
）
で

あ
っ
た
。
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
労
働
者

派
遣
事
業
か
ら
の
収
入
（
売
上
）
が
サ
ム
ハ

ル
全
体
の
事
業
収
入
に
占
め
る
割
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
四
一
％
、
四
〇
％
、
一
九
％
で
あ
る
。

ま
た
、二
〇
一
〇
年（
第
３
四
半
期
末
ま
で
）

に
つ
い
て
は
、
収
入
の
四
二
％
が
製
造
業
か

ら
、三
九
％
が
サ
ー
ビ
ス
事
業
か
ら
、一
九
％

が
派
遣
事
業
か
ら
の
収
入
で
あ
っ
た

（S
am

hall

、2010a)

。

　

図
表
３
の
②
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

政
府
か
ら
は
毎
年
五
〇
〇
億
円
を
超
え
る
補

助
金
（m

erkostnadsersättningen

）
が
支

払
わ
れ
て
い
る
。
サ
ム
ハ
ル
へ
の
補
助
金
の

額
に
つ
い
て
は
、
サ
ム
ハ
ル
の
経
営
状
況
を

見
て
国
会
で
毎
年
予
算
が
計
上
さ
れ
る
。
但

し
、
サ
ム
ハ
ル
へ
の
支
払
い
は
一
カ
月
ご
と

に
行
わ
れ
る
。
政
府
か
ら
支
払
わ
れ
る
補
助

金
は
、
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
の
雇
用
の
維

持
、
労
働
者
へ
の
訓
練
費
用
、
労
働
環
境
の

改
善
等
に
使
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
補
助
金
は
主
に
は
労
働
者
の
賃
金

の
補
填
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
補
助
金

を
サ
ム
ハ
ル
が
提
供
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
の

価
格
を
不
当
に
低
く
す
る
た
め
に
用
い
て
は

な
ら
な
い
。
サ
ム
ハ
ル
が
提
供
す
る
財
や

サ
ー
ビ
ス
の
価
格
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
競
争

法
及
び
Ｅ
Ｕ
の
競
争
法
に
準
じ
て
決
定
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
不
公
正
な
競
争
力
の
原
資
と
し
て
政
府

か
ら
の
補
助
金
を
使
用
し
て
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　

図
表
４
の
項
目
⑰
が
示
す
よ
う
に
、
サ
ム

ハ
ル
の
総
収
入
に
占
め
る
補
助
金
の
割
合
は

二
〇
〇
〇
年
の
約
四
割
か
ら
二
〇
〇
九
年
二

〇
一
〇
年
の
六
割
強
へ
と
増
加
し
続
け
て
い

る
。
総
人
件
費
に
対
す
る
補
助
金
の
割
合
は
、

図
表
４
の
項
目
⑱
が
示
す
よ
う
に
、
約
九
割

の
水
準
で
二
〇
〇
〇
年
以
降
推
移
し
て
い
る
。

こ
れ
は
総
人
件
費
の
九
割
ま
で
し
か
補
助
金

が
支
給
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
図
表
４
の

損
益
計
算
書
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
政

府
か
ら
の
補
助
金
無
し
で
は
サ
ム
ハ
ル
の
経

営
は
立
ち
行
か
な
い
状
況
に
あ
る
。

３
．
サ
ム
ハ
ル
に
関
す
る
批
判

（
１
）
不
当
競
争
と
い
う
批
判

　

サ
ム
ハ
ル
は
総
収
入
の
五
〇
％
以
上
、
総

人
件
費
の
九
〇
％
に
相
当
す
る
補
助
金
を
政

府
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
。
サ
ム
ハ
ル
の
よ

う
に
多
額
の
補
助
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

民
間
企
業
と
サ
ム
ハ
ル
が
競
争
を
す
る
の
は

不
公
平
、
不
当
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

し
か
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
競
争
法
の
み
な

ら
ず
Ｅ
Ｕ
の
競
争
法
に
従
っ
て
、
不
公
正
な

競
争
力
の
原
資
と
し
て
補
助
金
を
使
用
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
サ
ム
ハ
ル
は
注
意
し
て
い

る
と
年
次
報
告
書
等
で
明
記
し
て
い
る
。

　

仮
に
サ
ム
ハ
ル
の
競
合
他
社
が
サ
ム
ハ
ル

と
の
競
争
に
お
い
て
不
当
な
競
争
を
強
い
ら

れ
て
い
る
或
い
は
被
害
を
被
っ
た
と
判
断
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
企
業
は
コ
ン
タ
ク
ト
・

カ
ウ
ン
シ
ル
（
５
）（K

ontaktrådet

）
に
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
受
け
て
コ

ン
タ
ク
ト
・
カ
ウ
ン
シ
ル
が
調
査
し
、
サ
ム

ハ
ル
の
行
為
が
不
当
競
争
で
あ
る
か
ど
う
か

の
判
断
を
下
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
改
善
・
是

正
命
令
を
サ
ム
ハ
ル
に
対
し
て
行
う
。
反
対

に
、
サ
ム
ハ
ル
が
差
別
的
扱
い
を
受
け
た
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、
サ
ム
ハ
ル
は
コ
ン
タ

ク
ト
・
カ
ウ
ン
シ
ル
に
訴
え
る
。
そ
の
訴
え

が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
・

カ
ウ
ン
シ
ル
か
ら
相
手
企
業
に
対
し
て
改

善
・
是
正
命
令
が
出
さ
れ
る
。
因
み
に
、
二

〇
〇
九
年
の
一
年
間
に
は
サ
ム
ハ
ル
が
不
当

な
競
争
を
強
い
ら
れ
た
と
い
う
訴
え
は
コ
ン

タ
ク
ト
・
カ
ウ
ン
シ
ル
に
は
一
件
も
起
こ
さ

れ
て
い
な
い
。

（
２
）
矛
盾
し
た
目
標
設
定

　

サ
ム
ハ
ル
の
目
的
は
、
障
害
の
た
め
に
通

常
の
労
働
市
場
で
職
を
得
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
な
ど
障
害
の
程
度
が
重
い
人
に
雇
用
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
精
神
障
害
、
知
的
障
害
、
こ
れ
ら
の
障

害
を
同
時
に
複
数
有
す
る
障
害
者
が
優
先
的

に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
と
同

時
に
、
政
府
か
ら
の
資
金
的
援
助
を
で
き
る

だ
け
減
少
さ
せ
、
収
益
性
の
あ
る
企
業
と
し

て
自
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
障

害
の
程
度
が
重
い
労
働
者
を
よ
り
多
く
雇
用

す
る
こ
と
は
収
益
・
利
益
と
い
う
面
で
は
マ

イ
ナ
ス
の
方
向
に
働
く
。
さ
ら
に
従
業
員
の

五
％
を
サ
ム
ハ
ル
以
外
へ
就
職
さ
せ
る
こ
と

も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
サ
ム
ハ
ル
以
外

で
就
職
が
可
能
と
な
る
労
働
者
は
生
産
性
が

高
い
労
働
者
で
あ
り
、
サ
ム
ハ
ル
の
収
益
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
障
害
の

重
い
人
を
雇
用
し
サ
ム
ハ
ル
で
の
労
働
を
通

じ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現
し
、
サ
ム
ハ
ル

以
外
で
の
就
職
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
」と「
組

織
と
し
て
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
」
と
い
う
相

反
す
る
二
つ
の
目
的
が
サ
ム
ハ
ル
に
は
課
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

障
害
の
あ
る
労
働
者
を
雇
っ
た
上
で
収
益

性
を
実
現
し
、
さ
ら
に
は
従
業
員
の
サ
ム
ハ

ル
以
外
で
の
就
職
率
を
維
持
・
増
加
さ
せ
る

た
め
に
は
、
サ
ム
ハ
ル
は
障
害
の
程
度
が
低

い
或
い
は
障
害
を
持
た
な
い
労
働
者
を
雇
用

す
る
こ
と
が
最
も
合
理
的
な
行
動
で
あ
る
。

実
際
、
サ
ム
ハ
ル
が
直
接
雇
用
す
る
人
の
中

に
は
障
害
の
程
度
が
低
い
人
或
い
は
障
害
を

持
た
な
い
人
が
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生
す
る
理
由
と
し

て
、
サ
ム
ハ
ル
で
の
欠
員
数
（
求
人
数
）
よ

り
も
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
紹
介
さ
れ
る
障

害
者
の
数
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ

と
、
サ
ム
ハ
ル
と
公
共
職
業
安
定
所
と
は
障

害
の
程
度
の
基
準
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
、

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、

サ
ム
ハ
ル
の
新
規
求
人
は
欠
員
が
発
生
し
た

と
き
の
み
に
行
わ
れ
る
。
毎
年
一
〇
〇
〇
人

程
度
が
サ
ム
ハ
ル
か
ら
離
職
し
て
も
そ
の
内

の
三
割
か
ら
五
割
は
一
年
以
内
に
サ
ム
ハ
ル

に
戻
っ
て
き
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
と
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
全
体
で
「
健
常
者
と
同
程
度
の

就
労
能
力
を
有
し
な
い
障
害
者
」
が
二
〇
〇

八
年
に
は
五
二
・
五
万
人
存
在
し
た
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
サ
ム
ハ
ル
へ
の
就
職
が

い
か
に
困
難
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が

つ
く
。
実
際
に
サ
ム
ハ
ル
で
の
欠
員
数
（
求

人
数
）
よ
り
も
サ
ム
ハ
ル
で
の
就
職
を
希
望

す
る
障
害
者
の
数
（
求
職
者
数
）
の
方
が
多

い
。
そ
の
結
果
、
サ
ム
ハ
ル
は
公
共
職
業
安

定
所
か
ら
紹
介
さ
れ
た
障
害
者
か
ら
労
働
者

を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
、
公

共
職
業
安
定
所
か
ら
紹
介
さ
れ
た
障
害
者
を

雇
用
し
た
く
な
い
場
合
に
は
、
サ
ム
ハ
ル
は

「
空
き
が
無
い
」
と
い
う
理
由
で
障
害
者
の

雇
用
を
断
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
試
用
期
間
を
利
用
し
て
労
働
者
を

選
別
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
本
来
、
サ

ム
ハ
ル
に
お
け
る
試
用
雇
用
期
間
は
障
害
者

を
訓
練
し
た
り
、
障
害
者
が
サ
ム
ハ
ル
で
就

業
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
、
或
い
は
障
害
者

が
サ
ム
ハ
ル
で
の
就
業
に
適
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
求
職
者
数
が
多
い
た
め
サ

ム
ハ
ル
で
も
民
間
企
業
が
通
常
行
う
よ
う
に

複
数
の
労
働
者
を
試
用
雇
用
し
、
そ
の
中
で

最
も
生
産
性
の
高
い
労
働
者
を
選
ぶ
こ
と
が
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可
能
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
障
害

の
程
度
が
重
い
た
め
に
職
を
得
る
こ
と
が
困

難
な
障
害
者
に
働
く
機
会
を
提
供
す
る
と
い

う
サ
ム
ハ
ル
本
来
の
目
的
と
相
反
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
サ
ム
ハ
ル
以
外
で
の
就
職
を
促

す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
矛
盾
が
存
在
す

る
。
通
常
の
企
業
・
組
織
は
、
能
力
の
高
い

或
い
は
潜
在
能
力
の
高
い
労
働
者
を
雇
用
し
、

教
育
や
訓
練
を
行
っ
た
従
業
員
や
生
産
性
の

高
い
労
働
者
の
転
職
・
離
職
を
で
き
る
だ
け

低
く
し
よ
う
と
努
力
す
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
サ
ム
ハ
ル
は
逆
で
あ
る
。
即

ち
、
企
業
は
障
害
の
重
い
労
働
者
（
潜
在
能

力
の
低
い
労
働
者
）
を
雇
用
し
、
彼
ら
の
生

産
性
を
高
め
る
よ
う
な
教
育
・
訓
練
を
提
供

し
、
そ
の
上
で
サ
ム
ハ
ル
以
外
で
の
就
職
を

積
極
的
に
促
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

数
値
目
標
は
、
サ
ム
ハ
ル
の
経
営
に
対
し

て
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
（M

oral H
azard

）

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
収
益
性
の
向
上
と
サ
ム
ハ

ル
以
外
で
の
就
職
率
五
％
を
維
持
す
る
た
め

に
所
謂
、
労
働
者
の
「
良
い
と
こ
取
り
」
が

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
。

４
．
結
論

　

サ
ム
ハ
ル
は
障
害
者
の
雇
用
に
特
化
し
た

世
界
で
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
会
社
で
あ
る
。
障
害
者
雇
用
に
特
化
し

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
サ
ム
ハ
ル
の
企
業

活
動
そ
の
も
の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
働
市

場
政
策
の
一
部
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
九
八

〇
年
に
設
立
さ
れ
既
に
三
〇
年
の
歴
史
を
持

つ
サ
ム
ハ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
一
〇
万
人
以
上

の
障
害
を
も
つ
労
働
者
を
雇
用
し
、
そ
の
内
、

約
三
万
人
に
サ
ム
ハ
ル
以
外
で
の
就
職
を
実

現
し
て
き
た
。

　

サ
ム
ハ
ル
は
製
造
業
分
野
、
サ
ー
ビ
ス
業

分
野
、
労
働
者
派
遣
事
業
分
野
の
三
分
野
で

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
九
月

末
時
点
で
雇
用
労
働
者
の
約
二
一
％
が
製
造

業
、約
四
三
％
が
サ
ー
ビ
ス
事
業
、約
二
六
％

が
労
働
者
派
遣
業
務
に
従
事
し
て
い
て
、
二

〇
一
〇
年
（
第
３
四
半
期
末
ま
で
）
の
サ
ム

ハ
ル
の
収
入
の
四
二
％
は
製
造
業
か
ら
、
三

九
％
は
サ
ー
ビ
ス
事
業
か
ら
、
一
九
％
が
派

遣
事
業
か
ら
の
収
入
で
あ
っ
た
。
サ
ム
ハ
ル

の
取
引
先
に
は
、A

B
B

、E
ricsson

、

E
lectrolux

、IK
E

A

、V
olvo

、S
cania

と

い
っ
た
民
間
企
業
に
加
え
、
地
方
自
治
体

（K
om

m
un

）
が
あ
る
。

　

た
だ
、
総
人
件
費
の
八
割
以
上
に
も
な
る

補
助
金
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
か
ら
受
給
し

た
上
で
、
他
の
民
間
企
業
と
競
合
す
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
の
批
判
も
あ
る
。
さ
ら
に
、「
障
害
者

を
雇
用
し
サ
ム
ハ
ル
以
外
で
の
就
職
を
促
進

さ
せ
る
こ
と
」
と
「
会
社
と
し
て
収
益
を
あ

げ
る
こ
と
」
と
い
う
サ
ム
ハ
ル
に
課
さ
れ
た

相
反
す
る
目
的
の
た
め
に
、
本
来
雇
わ
れ
る

べ
き
障
害
の
程
度
が
重
い
労
働
者
が
雇
用
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も

あ
る
。

〔
注
〕

１
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
計
局
（
Ｓ
Ｃ
Ｂ
）
の
統
計
デ
ー
タ

で
は
障
害
を
下
記
の
一
八
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
①
ア
レ
ル
ギ
ー
、
喘
息
、
過
敏
障
害
、
②
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
障
害
、
注
意
欠
陥
過
活
動
性
［
多
動
性
］
障

害
、
③
糖
尿
病
、
④
失
読
障
害
、
⑤
完
全
聴
覚
障
害
、

⑥
癲
癇
（
て
ん
か
ん
）、
⑦
心
臓
疾
患
、
⑧
難
聴
、
⑨

胃
腸
障
害
、
⑩
呼
吸
障
害
、
⑪
乾
癬
、
⑫
精
神
機
能
障

害
、
⑬
発
達
障
害
、
⑭
身
体
的
機
能
障
害
、
⑮
言
語
障

害
（
ど
も
り
等
）、
⑯
視
覚
障
害
、
⑱
そ
の
他
の
障
害

等
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
デ
ー
タ
で
は
、

最
も
多
い
の
が
⑭
の
身
体
的
機
能
障
害
で
約
二
八
万
人

（
三
〇
％
）、
次
に
多
い
の
が
①
の
ア
レ
ル
ギ
ー
、
喘
息
、

過
敏
障
害
で
約
一
六
万
人
（
一
七
％
）
で
あ
っ
た
。

２
．
三
万
人
弱
の
人
に
関
し
て
は
、
就
労
能
力
に
つ
い
て

不
明
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、（
ｉ
）
或
い
は
（
ⅱ
）
の
い

ず
れ
に
分
類
さ
れ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

３
．S

am
hall

で
一
旦
雇
用
さ
れ
る
と
解
雇
さ
れ
な
い
と

い
う
意
味
で
、S
am

hall

で
の
雇
用
は
「skydda 

arbetet

」（
保
護
雇
用
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

４
．1 S

E
K

＝¥12

と
し
て
以
下
す
べ
て
換
算
。

５
．S

am
hall

の
事
業
に
関
す
る
苦
情
や
訴
え
に
対
し
て

客
観
的
か
つ
専
門
的
な
調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
て
公
平
な
競
争
の
た
め
の
改
善
・
是
正
命
令
を
だ

す
機
関
で
あ
る
。S

am
hall

が
設
立
さ
れ
た
年
と
同
じ

一
九
八
〇
年
に
設
立
さ
れ
る
。
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︿
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹀

ふ
く
し
ま
・
よ
し
ひ
こ
／
早
稲
田
大
学 

政

治
経
済
学
術
院 

公
共
経
営
研
究
科
教
授

　
一
九
八
八
年
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒

業
。
一
九
九
〇
年
同
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
前
期
博
士
課
程
修
了
（
経
済
学
修
士
）。

同
年
、
ソ
ロ
モ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
ア
ジ
ア
証
券

会
社
に
入
社
し
、
東
京
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ロ
ン
ド
ン
で
勤
務
。
二
〇
〇
三
年
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
王
立
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
（P

h.D

）。
名
古
屋
商

科
大
学
教
授
を
経
て
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
。

専
門
は
、
労
働
経
済
学
、
理
論
経
済
学
、
経

済
政
策
。

※
本
文
中
の
写
真
は
す
べ
て
サ
ム
ハ
ル
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。


